
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
経営コンサルタント養成講座の体系図 
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財団 
法人 日本生産性本部 

～企業の成長を担う変革型人材を育成します～ 

● 経営コンサルタント 

● 金融機関（法人担当者、経営支援担当者） 

● 会社後継者 

● 経営幹部候補 

● 経営企画担当者 

● システムエンジニア          にお勧めの講座です。 

第53期 ６ヶ月コース 

４月７日～９月24日 

第５期 中小企業診断士コース（詳細は別冊） 

３月31日～９月３日 

第８期 経営コンサルタント塾(週末型コース) 

７月24日～１月29日（詳細は別冊） 

第53期アドバンスコース 

７月13日～９月24日 

第86期 ３ヶ月コース 

10月４日～12月17日 
 

海外研修 

第85期３ヶ月コース 

４月７日～６月30日 
 

海外研修 

第６期 中小企業診断士コース 

11月１日～３月25日 
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 経営コンサルタント養成講座は、コンサルティングスキルの習得や、コンサルティング・ノウハウを

活用した企業経営や経営企画をめざす各位を対象にした全日制実践型ビジネススクールとして各方面よ

り高い評価を得ており、1958年の開設以来、50年以上に及ぶ実績の中で、多種多彩な業種・職種に6,000

名を数える卒業生を輩出しております。 

 コンサルティングスキルを実践にまで落とし込むことを目標とした6ヶ月コース、短期にて経営全般の
知識、コンサルティングスキルの基礎を効果的に修得していただく3ヶ月コース（春期・秋期）、および
アドバンスコースをご用意しております。 

 いずれのコースも第一線の経営コンサルタントが指導を行い、体系的な知識の習得はもちろんのこと、

実在の企業をモチーフとしたケース・スタディや企業診断実習を通して、実践的なコンサルティングス

キルを修得していただくことができます。この機会に、「経営コンサルタント養成講座」をご活用いただ

きますようご案内申し上げます。 

 
本講座の人材育成イメージ 

 経営全般に及ぶ広範な知識、コンサルティング・ノウハウ、スキルの修得を通じて、企業を見る目を

養い、経営革新を支援もしくは、実現するための思考力、実行力を身につけます。 

   
        主な参加対象者               修了後のイメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

６ヶ月コースと３ヶ月コースの概略 

 ６ヶ月コース ３ヶ月コース 

期 間 
６ヶ月 

（４月～９月） 
３ヶ月 

(春期：4月～6月、秋期：10月～12月) 

主な研修内容 
経営知識の学習（座学）、演習、企業診断実
習（３回）、ケースメソッド、個人研究 

経営知識の学習（座学）、演習、企業診断実
習（２回） 
 ※一部ケースメソッドも実施 

アウトプット 

経営革新を支援、自力で経営革新を実現で
きる能力の習得、プロの経営コンサルとし
て、各種フィールドで即戦力として活躍で
きるレベルの能力の習得 

経営の実態を把握できる能力の習得、経営
革新を支援できる能力の習得 

取得資格 
認定経営コンサルタント資格を付与 
（ただし、期間中プロセス評価を実施） 

認定経営コンサルタント試験の受験資格付
与、合格者に認定経営コンサルタント資格
を付与 

経営コンサルタント 

金 融 機 関 
（法人担当者、経営支援担当者） 

会 社 後 継 者 

経営幹部候補 
経営企画担当者 

システムエンジニア 

経営のプロとして企業経営を指導し、経営革新を支援。 

コンサルファームへ転職し、コンサルティングスキルを活用。 

財務的視点だけでない、定性的な企業評価能力を身につけ、企業支援
能力の向上。融資先の新規開拓や融資判断で経営実態把握能力を活用。 

企業経営のポイントを身につけ、理論＋経験に基づいた経営を実践。
経営幹部として経営を牽引。 

企業経営に必要な知識を身につけ、企業経営で実践活用。 
企業の経営戦略の策定や新規事業への進出で活用。 

経営全般に及ぶ視点からプロジェクト運営を実践。 
システムに強い経営コンサルタントとして活躍 



 

◆ 3 ◆ 

本講座の特長 

 

１．コンサルティングスキル習得を目的とした講座 

◆経営全般に及ぶ広範な知識、コンサルティング・ノウハウの修得を通じて、企業を見る目を養い、

経営革新を支援もしくは、実現するための思考力、実行力を身につけます。 

 

２.企業経営を俯瞰して経営全体を抑える講座 

◆本講座は、経営全般の知識・スキルを修得して頂くプログラムを提供しています。財務や経営戦略・

マーケティングといった特定領域のみならず、生産管理、人事労務管理等を併せた企業経営のすべ

ての領域を学び、俯瞰した視点から経営課題を抽出できることを目指しております。 

 

３．コンサルティングファームが行う日本で唯一の経営コンサルタント養成講座 

◆日本生産性本部は経営コンサルタント養成と経営コンサルティングの実践の両輪を行っている日本

で唯一の機関です。当本部の50年に亘るコンサルティング・ノウハウを活用し、幅広くそのノウハ

ウの普及を行っております。講義は、現在第一線で活躍している経営コンサルタントを中心に学識

経験者・その他実務家が担当し、理論面・実務面の双方の理解を最大限に促す体系を組んでおりま

す。 

 

４.企業診断実習（経営コンサルティングの実践）による 

実践的な経営コンサルティングスキルの体得 

◆基礎から応用まで、知識およびスキルを修得していただいた後、企業診断実習において、企業の経

営コンサルティングを実際に経験していただきます。これにより、机上の理論に終わることなく、

極めて実践的・現実的なソリューション能力を体得していただけます。 

 

５.財団法人日本生産性本部認定  経営コンサルタント資格の取得 

◆「財団法人日本生産性本部認定  経営コンサルタント」資格の認定試験（年１回）を受験すること

ができます。本資格は、(社)全日本能率連盟に登録された唯一の経営コンサルタント資格称号です。

現在、約3,000名の資格登録者がおり、多様なフィールドで活躍しています。６ヶ月コース、アドバ

ンスコースは、コース中のプロセス評価を通じて、所定の修了要件を満たした方に対して、当資格

を付与いたします。 

 
６．人的ネットワークの構築 

◆本講座では、出講しているプロの経営コンサルタント、本講座の受講生との、様々な人的ネットワ

ークを構築できます。修了後、企業の経営課題解決等の際に、構築した人的ネットワークを活用さ

れている方もいます。 

 
７．ＯＢ向けメールマガジンの配信（受講後のフォロー） 

◆講座ＯＢ向けにセミナー等の開催やメールマガジンによる情報発信などのフォローアップを行って

います。 

 
８．キャリア形成促進助成金の対象講座 

◆本講座は雇用保険法の規定に基づく「キャリア形成促進助成金」の支給対象となっております。 

(詳細は、別紙ＦＡＱ）
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６ヶ月コース／アドバンスコース 
 

経営改革の本質を突く、実践力の向上を徹底して図ります 

 本コースは、経営のすべての領域に亘る知識と経営コンサルティングスキルの修得を通じて、経営支
援能力の向上を図るとともに、経営改革の実践力の向上およびプロフェッショナルとしての実力アップ
を図るためのコースです。 

 スクーリング（座学）において領域別に知識・スキルを修得し、企業診断実習において、座学で学ん
だ知識・スキルを活用し、実在企業を診断することにより、実践的・現実的なソリューション能力を身
につけます。また、具体的な実践力の向上のために、一般的な研修ではなく、プロフェッショナルとし
ての訓練を中心にカリキュラムを最適化しております。「教室」＝実践の現場として、厳しいトレーニン
グを通じて実践力の向上のみならずプロとしての誇りと自信、「志」をも涵養します。 
 
＜コースの構成＞ 

６ヶ月コースは、①コアコース（前期３ヶ月間）と②アドバンスコース（後期３ヶ月間）で構成されて

おります。         ※コアコースは、３ヶ月（春期）コースと同内容です。（詳細はp.7へ） 

 

＜６ヶ月コースの特長＞   

１．プロフェッショナル・経営コンサルタントを養成 

 企業を見る目を養い、経営革新を支援もしくは、実現するための思考力、実行力を身につけ、修
了後は、プロの経営コンサルタントとして、各種フィールドで即戦力として活躍できるレベルを目
指します。 

 

２．実際の経営コンサルティング事例をもとにしたケースメソッド 

（主にアドバンスコースで実施） 
 当本部が経営コンサルティングを実施した企業事例をもとにしたケースメソッドを徹底して繰り

返し実施いたします。経営コンサルティング・ケースメソッドで改革の視点確立、改革推進の勘所、
プレゼン技法の習得、討議を通じた説得技法の習得等、実践力を高めるためのトレーニングを実施
します。中堅中小企業を「まるかじり」する総合コンサルティングをはじめとして、テーマ別のコ
ンサルティング（経営戦略、マーケティング、人事 等）、特定業種のコンサルティング（病院、ホ
テル等）など、コンサルティング現場において、課題として扱うことの多いものを取り揃えていま
す。 

 
３．ケースメソッドごとの評価のフィードバック（主にアドバンスコースで実施） 
 受講生自身が客観的に自己の実力を把握し、自己改革を進めるためにケースメソッドごとの受講
生評価を実施し、評価結果を本人にフィードバックします。 

 
４．個人研究とアクションプランの策定（アドバンスコースで実施） 
 受講生各個人において、自身の専門領域の深耕のために、経営コンサルティング手法・ツールを、
経営コンサルタントのアドバイスの下で、研究開発して頂きます。また、その研究成果をどのよう
に活用するかのアクションプランを立ててもらいます。 

 
５．現場で応用できる経営コンサルティング・ノウハウの提供 
 現役経営コンサルタントがコンサルティングでとりあげるテーマは様々あり、経営計画策定手法、
従業員意識調査、工場診断手法など、コンサルティングニーズの多いテーマにつき、そのノウハウ
を提供します。 

 

６．効果的な学習体系・方法の導入(サマリー作成と理解度把握試験の実施) 
(コアコースで実施) 

 日々の講義後に「サマリー」という講義の要約（レポート）を作成していただきますので、講義
内容の体系的理解を促進するとともに、効果的なプレゼン資料の作成やPCスキルの習得も併せて可
能となります。また、生産管理、経営戦略・マーケティング、人事・労務管理、財務管理の各領域
終了時に理解度把握試験を実施し、各自理解の弱い領域・項目を確認していただきますので、以後
の復習に役立てていただけます。 

 
７．海外研修（オプション研修） 

 コアコース（前期３ヶ月）終了後に、海外研修を実施いたします。詳細はp.９参照。 
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６ヶ月コースのスケジュール概要 
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総合コンサルティングの重要ポイントの整理 
■経営研究  ■財務・税務から見た企業再生 
■法律から見た企業再生 

コンサルティング・ケースメソッド（例） 
■総合コンサルティング ケース 

 －小売業 

 －卸売業 

 －製造業 

 －サービス業 

■マーケティング・コンサルティング ケース 

■業務改善・コンサルティング ケース 

■人事制度の詳細設計 

■部門別採算管理コンサルティング 
 

総合診断実習 
 

評
価
結
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク 

 

個
人
研
究
・
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ン
サ
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ツ
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コースのまとめ（個人アクションションプラン策定） 
 

プロセス総合評価 
 

研究成果プレゼン 
 

ス
ク
ー
リ
ン
グ 

実
習 

履 修 領 域 

一般科目 
 

ス
ク
ー
リ
ン
グ 

概論科目 
  

生
産
管
理 

 

総合演習 
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工場診断実習 

総合診断実習 



 

◆ 6 ◆ 

 

３ヶ月（春期・秋期）コース 

企業を見る目を養う、経営全般に及ぶ知識と経営コンサルティングスキルを基礎から学びま

す 。 

 本コースは、経営のすべての領域に亘る知識と経営コンサルティングスキルの修得を通じて、経営支

援能力の向上を図るためのコースです。 

 スクーリング（座学）において領域別に知識・スキルを修得し、企業診断実習において、座学で学ん

だ知識・スキルを活用し、実在企業を診断することにより、実践的・現実的なソリューション能力を身

につけます。 

 各領域において全体・基礎から細部・応用へという体系を組み上げていますので、全体の体系や概略

について骨太の理解ができます。 

 

＜３ヶ月コースの特長＞ ※３ヶ月（春期）コースは、６ヶ月コース・コアコース（前期３ヶ月）と同内容です。 

１．演習やケースメソッドを多く取り入れた実践的な内容 

 本講座は、「実践能力」を重視しており、演習やケースメソッドを通じて理解を促し、経営コンサルテ

ィングスキルのレベルアップを目指しています。使用するケースは、実際の診断先企業の事例を元に本

講座が独自に開発したオリジナルケースです。 

 
２．現場で応用できる経営コンサルティング・ノウハウの提供 

 現役経営コンサルタントが経営コンサルティングでとりあげるテーマは様々ですが、経営計画策定手

法、従業員意識調査、工場診断手法など、コンサルティングニーズの多いテーマにつき、そのノウハウ

を提供します。 

 

３．効果的な学習体系・方法の導入（サマリー作成と理解度把握試験の実施） 

 日々の講義後に「サマリー」という講義の要約（レポート）を作成していただきますので、講義内容

の体系的理解を促進するとともに、効果的なプレゼン資料の作成やPCスキルの習得も併せて可能となり

ます。また、生産管理、経営戦略・マーケティング、人事・労務管理、財務管理の各領域終了時に理解

度把握試験を実施し、各自理解の弱い領域・項目を確認していただきますので、以後の復習に役立てて

いただけます。 

 

４．海外研修（オプション研修） 

 ３ヶ月コースのカリキュラム終了後に、海外研修を実施いたします。詳細はp.９参照。 

 

プログラムの一例： 

 

経営計画策定／経営実態把握 

 
 
 
 
 
 
 

経営計画の策定は、企業の経営の

革新、金融機関からの融資の獲得

のために重要で、コンサルティン

グ・ニーズも多くあります。当該

プログラムでは、当本部のコンサ

ルタントの経営計画策定のノウ

ハウを、コンサルツールを含めて

紹介、修得していただく、実践的

な内容です。 

配布テキストと

参考資料で予習

します。 

演習用エクセル

シートに沿って、

経営計画を策定

していきます。 

グループ討議を

経て、策定した経

営計画を発表し

ます。 
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３ヶ月コースのスケジュール概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
各領域の科目（例） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一般科目 
■ 事業継承      ■ プレゼンテーション 

■ 問題解決技法    ■ 中小企業のＭ＆Ａ 

■ ビジネスデータ分析 ■ 経営品質アセスメント 

■ 傾聴・コミュニケーション 

■ 中小企業経営コンサルティングの実際  

生産管理領域 
■ 品質管理、在庫管理  ■IE 手法による作業改善 

■ ロジスティックス 

■ メーカーにおける収益力アップの視点 

■ 生産管理領域統合ケース・スタディ 

概論科目 
■経営コンサルティング概論  ■生産管理概論 

■財務概論   ■経営戦略概論 

■人事管理概論   

 

財務管理 
■ 管理会計、原価計算 

■ コストコントロール 

■ 財務管理ケース・スタディ 

経営戦略・マーケティング領域 
■ 経営実態把握・経営計画策定プロセス 

■ 製造業マーケティング ■ 小売業マーケティング 

■ 卸売業マーケティング 

■ マーケティング事例研究 

 

人事労務管理領域 
■ 資格制度、賃金制度  ■ 人件費管理・要員管理 

■ 中小企業の労務管理の実際 

■ モチベーションマネジメント／モラールサーベイ 

情報管理領域 
■ 情報システム・マネジメント 

総合演習 
■ マネジメント・クリニック（企業診断プログラム） 

履 修 領 域 

一般科目 
 

ス
ク
ー
リ
ン
グ 

概論科目 
  

生
産
管
理 

 

総合演習 
 

 

財
務
管
理 

  

情
報
管
理 

  

経
営
戦
略 

マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ 

  
人
事
・ 

労
務
管
理 

 

企
業
診
断
実
習 

工場診断実習 

総合診断実習 
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企業診断実習 

 本講座の最も大きな特徴として、実際の企業に約２週間滞在し、経営診断の体験をしていただきます。

企業診断実習では、経営コンサルタントとして求められる、改善・改革を提案し、企業で推進する力を

養います。 

 実際に経営コンサルティング（企業診断）を経験していただくプログラムですので、財務分析の定量

的な面だけでなく、定性的な面を含めた企業を見る目を養い、極めて実践的・現実的なソリューション

能力が醸成されます。 

 実習時は、経営コンサルタントが指導いたします。また、当本部の実習は合宿形式（実習期間中すべ

て）で行いますので、受講生は、調査や報告に集中していただけます。 

 

企業診断実習の種類 

 
 
 
 
 
 
 
 
企業診断実習の進め方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

企業診断実習先について 
規模：30～300名程度（平均180名） 
売上：５～250億程度（平均40億） 
業種：建設、食品、紙・パルプ、倉庫・物流、プラスチック加工、金属製品、機械、電気製品、輸送用機器、 

精密機械、木製品製造、卸売、流通・小売、運輸・倉庫、ホテル業、サービス、医療機関、その他 

※経営機能の整った企業規模の中堅・中小企業を対象としております。 
※実習企業の所在地は、東京近郊ばかりでなく、全国の中堅・中小企業が対象となります。 

工場診断実習 
製造現場における生産管理上の諸問題に焦点をあて、経営工学（IE）に基づいた調

査･分析をもとに、工場の品質向上、コストダウン、リードタイムの短縮等を推進

する診断。日常で体験できない製造業の現場の視点が養われます。 

総合診断実習 
企業経営の実態を把握し、経営環境を見据えた戦略的な構想を打ち出すため、経営

戦略・経営計画、人事・労務管理、マーケティング、財務管理などのテーマを総合

的に調査検討。全社的な企業改革のための提案を行います。（全業種対象） 

◆診断報告 
・経営幹部報告会 

・報告書の作成 

 

ねらい・アウトプット 

・プレゼンテーション能力の向上 

・文書作成能力の向上 

◆改善案作成 
・経営課題の抽出・整理、テーマの設定 

・テーマ別の詳細分析 

・改善案の作成 
 

ねらい・アウトプット 

・課題解決力の向上 

・チームマネジメント力、リーダーシップの養成 

◆現状分析 
・会社の概要説明 

・経営者、経営幹部インタビュー 
・工場調査、事務所調査、店舗調査 等 

・資料分析 

ねらい・アウトプット 

・質問力、対話力の向上 

・現場での問題発見能力の向上 

◆事前準備 
・従業員意識調査等 各種調査 

・財務分析 

・業界等マクロ分析 

 

ねらい・アウトプット 

・座学で習得したスキルの活用 

・企業調査能力の向上 
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受講生の声 

 

１．りそな総合研究所 理事長 川田 憲治 様 

   「経営の本質は、“ファクト・ファインディング”であることを学んだ」  
 32年前、「経営コンサルタント指導者養成講座」（現在の経営コンサルタント養成講座）で一年間学
んだ。銀行の仕事を離れ勉強する機会を与えられ、毎日が知的好奇心の固まりの一年間であった。当
時の同窓生とは今でも親しくお付き合いをさせていただいている。 
 本講座で学んだコンサルティング理論が、私のその後の銀行員人生に大きな経営理論のバックボー
ンとして役立っている。卒業後新たな経営理論が出現するたびに、知的武装を補強してきた。支店長
時代の支店経営や顧客対応の面、部長時代の職務遂行、役員として経営に参画したとき。そして経営
トップとして銀行経営を遂行している現在でも、本講座で学んだマネジメントの本質は“ファクト・
ファインディング”であるという信念で経営改革を推し進めている。当時担当していただいた経営コ
ンサルタントの方々の経営改革や改善に対する熱い情熱がその後のビジネスマンとしての人生のベー
スとなっている。 
 本講座を受講される後輩の皆様に負けないように、現在でも実践・学習・実践・学習の毎日を過ご
している。そのことが私のビジネスマン人生を充実したものにしている。 
 
２．はるやま商事 代表取締役社長 治山 正史 様 

   「私の中に経営の苗を植え付けてくれた３ヶ月間」  
 私は今からほぼ10年前に「経営コンサルタント養成講座（３ヶ月コース）」に参加しました。３カ月
強の短い間でしたが、非常に内容の濃い日々だったと思っています。あれから10年以上たった今でも
その時学んだエキスを絞り出して、日々の経営に役立てています。別な言い方をすれば、あの３か月
の研修期間は、私の中に経営の苗を植え付けてくれたと思っています。そして生産性本部の研修を終
えてから、その苗を少しずつ育てて大きな木にしようとしているところです。振り返ってみて生産性
本部で良かったことは単なる座学で終わらないことです。教室で学んだことを、その知識が熱いうち
に企業診断実習で実践させてもらいました。もちろん実際の現場は、学問通りに行きません。しかし
基本的な取り組み方を知って初めて応用が出来るということを学びました。私も企業診断実習を２回
ほど経験しましたが、これははまります。中には天職と思い、会社を辞めてコンサルに鞍替えした人
もいるようです。 
 企業診断実習は、高校球児が日々の苦しい練習の成果を甲子園の舞台で試すようなもの。自分がコ
ンサルタントか、そこの経営者になったつもりで、寝る間もなく改善提案に取り組んだ日々を懐かし
く思い出します。いろいろな研修がある中で、非常に濃い内容を体系的に学べ、そしてそれの企業診
断実習での実戦適用など、この生産性本部の研修ほど後々に役立つ研修を私は知りません。 
 今でも参加して非常に良かったと思っています。 

 

過去の主な参加企業               （組織形態略・50音順） 
 
足利銀行 荒川信用金庫 阿波銀行 イフコ 

伊予銀行 大分銀行 岡崎信用金庫 鹿児島銀行 

韓国能率協会コンサルティング キリンビール 群馬銀行 群馬県産業支援機構 

国際協力機構 国民生活金融公庫 埼玉りそな銀行 さくら情報システム 

JA神奈川県信連 JA島根中央会 JA北海道信連 敷島製パン 

四国銀行 静岡銀行 静銀経営コンサルティング 商工組合中央金庫 

常陽銀行 住友信託銀行 ソントン食品工業 ちばぎん総合研究所 

中国銀行 中小企業金融公庫 ＴＩＳ 東京ガス 

東京中小企業投資育成 東邦銀行 栃木銀行 名古屋銀行 

日本総合研究所 農林中央金庫 八十二銀行 はるやま商事 

百五経済研究所 百十四銀行 平塚信用金庫 ヒロケイ 

福井銀行 北洋銀行 北陸銀行 丸井労働組合 

マルホ みずほ銀行 みずほ総合研究所 三井化学 

三井住友銀行 三菱商事 三菱ＵＦＪ信託銀行 三菱ＵＦＪリース 

三菱東京ＵＦＪ銀行 明治安田生命 もみじ銀行 もみじコンサルティング 

八千代銀行 山形銀行 山口銀行 ヤマハ発動機 

山梨中央銀行 横浜銀行 横浜信用金庫 りそな銀行    他 
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  講 師 紹 介 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 

海外研修（オプション研修） 

 本講座では、オプションプログラムとして、海外研修を実施していま

す。グローバル化の中で、日本企業が海外にも拠点を有することが、特

別でない時代になっています。当本部のネットワークから選び出した海

外進出企業や海外政府機関などを訪問することにより、海外進出の機会

とリスク、地域の実情などを把握し、グローバルな視点の醸成を行いま

す。 

 日程・料金等は、p.10を参照。 

その他、実績あるコンサルタント、企業実務担当者、各種専門家 が多数登壇します。 
 

志賀  満 （財団法人日本生産性本部 代表経営コンサルタント） 
経営戦略・中長期経営計画の策定・推進の指導、新規事業開発、事業構造の革新、組織開発、人事制度、財務管

理が専門分野。収益構造の改革、事業再構築、企業の生き残り戦略などのテーマによる中堅・中小企業分野のコ

ンサルティング実績多数。 
 

武川 俊幸 （財団法人日本生産性本部 主席経営コンサルタント） 
通信システム会社にて、ソフトウェアの開発、設計に従事する。また、開発期間の短縮、ソフトウェアの設計の

効率化など業務改善活動を行う。その後、当本部経営コンサルタントとして各種事業体の診断指導、教育にあた

る。 

専門領域は、工場の生産性向上、在庫管理、物流管理における業務改善のコンサルティング。また、「競争優位

に立つビジネスレスポンスの向上」をテーマにコンピュータ活用による増力化を指向した改善活動を行う。 
 
加藤篤士道 （財団法人日本生産性本部 主席経営コンサルタント） 
早稲田大学商学部卒業。公認会計士。ＫＰＭＧセンチュリー監査法人を経て、本部経営コンサルタントとして各

種事業体の診断指導、教育にあたり、現在に至る。中堅・中小企業の会社再建を主たる目的として、財務的視点

からのコンサルティングを実施している。 

経営組織マネジメント改善、部門別採算管理システムの導入、中長期経営計画策定・実行支援、民事再生法申請

に関する再生計画策定支援（弁護士事務所との協働作業）、など実績多数。 

 
相良 善朗 （財団法人日本生産性本部 主任経営コンサルタント） 
京都大学法学部卒業。三菱商事㈱にて、貿易業務（アジア、米州、欧州等）、事業投資先経営（中国）、事業投資

先支援業務に従事。その後、本部経営コンサルタントとして各種事業体の診断・指導にあたる。 

専門領域は、経営革新（経営戦略、経営計画、人事、組織）に関する総合指導。海外における企業の設立・運営

に関する総合指導。モンテカルロ・シュミレーション、時系列予測手法を用いたリスク分析、業績予測シミュレ

ーション、事業投資採算性シミュレーション、企業価値の最大化等。 

太田 昌宏 （財団法人日本生産性本部 主任経営コンサルタント） 
神戸大学農学部大学院修士課程修了。江崎グリコ株式会社入社後、菓子開発研究所にて、チョコレートの開発に

従事。10年間ポッキーのブランドマネージャーとして、新製品開発、広告を中心としたプロモーション、営業戦

略等の市場導入策、商品リニューアル等ブランド全般の運営に従事。現在、本部コンサルタントとして、一般消

費者向け商品開発、ブランドマネジメントに従事。 
 

栄枝 明典氏（栄枝総合法律事務所） 
東京大学法学部卒業。弁護士。企業の顧問弁護士として労働事件を多数手がけるだけでなく、「労働法の理念を

大切にしよう」という姿勢から、労働者や労働組合からの相談、依頼も多い。主な著書は「生き生き法務Q&A・

ビジネストラブル３６選」（総合法令）、「六法全書を読みこなす」（総合法令）、「社長それは『労働法』違反です。」

（かんき出版） 

加納 良一 （財団法人日本生産性本部 主席経営コンサルタント） 
慶應義塾大学大学院 経営管理研究科修士課程修了。素材メーカーにて新規事業の企画・マーケティング、関連

会社の総括財務管理、企業グループの再構築等の任にあたり、その後、本部経営コンサルタントとして各種事業

体の診断指導、教育にあたる。 

経営戦略、マーケティング、財務戦略、組織革新、人事制度、業務革新 等、特に、計数管理を導入部として、

企業全般にわたる診断を数多く手掛ける。 
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募 集 要 項 

１．受講対象 
 企業経営についての総合的な学習を必要とされる方。経営コンサルタントおよび志望者、経営支援・企業

再生実務担当者、経営後継者、経営幹部候補、経営戦略部門・経営企画部門・人事部門実務担当者、システ

ムエンジニアほか 
 

２．受講資格 
 ◆３ヶ月コース、６ヶ月コース 

年 齢：原則として25歳～60歳程度 

経 験：３年以上の実務経験を有する方、またはそれに準ずる方。 

◆アドバンスコース 

・経営コンサルタント養成講座の春期コース、秋期コースおよび過去の「経営コンサルタント養成基礎

講座」の修了者 

・中小企業診断士、公認会計士、税理士等の有資格者で、上記のコース修了者と同等の実力を有すると

当本部が認める方（書類選考あり） 
 
３．募集人員  各コース30名程度。（定員に達し次第締め切らせていただきますのでご了承ください。） 
 
４．申込要領 
◆申込書類 申込書・履歴書（所定の用紙） 

◆申込みから開講までの流れ 

 申込み後は、開講約１ヶ月前に、事前課題図書、講座オリエンテーションブック（講座内容、受講の

進め方等を記載）、開講日のご案内をお送りします。事前課題図書は、通読いただくだけで、特に課題は

課しません。 

◆受講料の振込について 

 受講料は、お申込みをいただいた後、請求書を発行いたしますので、当本部指定の講座にお振込みく

ださい。 
 
５．期間・申込締切・受講料 
 

期 間 

（すべて2010年） 

企業診断実習の期日 

（すべて2010年） コース名 

開始日 終了日 

申込締切 
受講料（消費税込） 
上段 賛助会員･個人 

下段 一般 開始日 終了日 

第53期 
6ヶ月コース 

4月７日 ９月24日 ３月26日 
2,908,500円 
3,066,000円 

①５月９日 
②６月16日 
③９月５日 

５月20日 
６月28日 
９月17日 

第85期 
3ヶ月コース 

4月７日 ６月30日 ３月26日 
1,911,000円 
2,016,000円 

①５月９日 
②６月16日 

５月20日 
６月28日 

第86期 
3ヶ月コース 

10月４日 12月17日 ９月24日 
1,911,000円 
2,016,000円 

①10月31日 
②11月28日 

11月11日 
12月８日 

第53期 
アドバンスコー

ス 
7月13日 ９月24日 ６月25日 

997,500円 
1,050,000円 

①９月５日 ９月17日 

※受講料には、講義料、テキスト代ほか合宿期間中の宿泊費・食費、実習期間中の宿泊費・食費、実習先への往復交
通費が含まれております。 

 
６．海外研修（オプション研修）  

コース名 期間 （すべて2009年） 料金 渡航先 

第53期６ヶ月コース 
第85期３ヶ月コース 

７月２日～７月８日 385,000円 ベトナム 

第86期３ヶ月コース 12月20日～12月26日 385,000円 ベトナム 

※最低催行人数８名 
※料金には、往復航空運賃、宿泊費、研修費、現地団体行動費用、食事代（団体行動時）が含まれております。 
※燃料サーチャージは別途請求させていただきます。 




